理-05-国-高専-問-01

 eq \o\ac(□,１)
理科クラブに入っている健太君は，仲間と惑星の観察をすることにした。惑星の中で金星が観察しやすいということになり，彼らは，まず，授業で学んだことを復習した。

健太
｢金星は地球より内側の軌道を公転周期225日で回っている。観察するなら夕方か明け方ということになるね。」

洋介
｢夕方に見える金星は『よいの明星』，明け方に見える金星は『明けの明星』と呼ばれるんだった。」

健太
｢金星を天体望遠鏡で見ると，月が三日月や半月になるのと同じように満ち欠けする。」

克彦
｢惑星は自分から光っているんじゃないんだ。太陽の光を反射しているんだよね。月だって同じだ。」



三人は顧問の先生から，この時期，明けの明星が見えていることを聞き，ある日の暗い早朝，天体望遠鏡で観察した。すると，三日月のような形をした金星が観察できた。次の問１から問３に答えよ。ただし，観察地は東京都内（北緯36度）とする。

問１
健太君たちが見た金星は，太陽と地球に対してどのような位置にあるときに見えるのだろうか。図１を見て話している健太君の言葉の中のＡとＢに当てはまる語，記号を，それぞれの語群の中から一つずつ選び，その語，記号を書け。

	健太
｢金星はＡの空に見え，図１のＢの位置にある。｣

Ａの語群【北，南，東，西】

Ｂの語群【ア，イ，ウ，エ】
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問２
観察した後，時間がたつにつれて金星はどの向きに移動していくだろうか。図２のアからカの中から最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。
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問３
健太君たちは，ほぼ１か月後，再び金星を天体望遠鏡で観察することにした。前回の観察と比較して，金星の大きさと形はどのように変化して見えるだろうか。次のアからエの中から最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。

ア
金星の大きさは大きくなり，形はより細い三日月の形となる。

イ
金星の大きさは大きくなり，形は半月に近い形となる。

ウ
金星の大きさは小さくなり，形はより細い三日月の形となる。

エ
金星の大きさは小さくなり，形は半月に近い形となる。
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